
活
生
の
衆
民
鮮
朝戦

下
時

推
薦

趙

景
達（
千
葉
大
学
教
授
）

水
野
直
樹（
京
都
大
学
教
授
）

体
裁

編
集
復
刻
版
／
Ａ
５
判
・
上
製
・
ク
ロ
ス
装

▼
解
説
は
第
四
巻
に
所
収

編
者
の
言
葉

植
民
地
支
配
と
は
な
に
か

樋
口
雄
一（
ひ
ぐ
ち
・
ゆ
う
い
ち
）

朝
鮮
に
対
す
る
植
民
地
支
配
は
ど
う
い
う
結
果
を
朝
鮮
人
に
も
た
ら
し
て
い

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
答
え
る
た
め
に
は
朝
鮮
人
人
口
の
八
割
を
占
め
て

い
た
農
民
、
特
に
そ
の
八
割
を
占
め
て
い
た
自
小
作
、
小
作
、
農
業
労
働
者
の

生
活
状
態
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
、
と
い
う
問
い
に
答
え
る
の
が
正

解
と
い
え
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

本
史
料
集
は
こ
の
問
い
に
答
え
る
べ
く
農
民
の
生
活
状
況
（
食
と
栄
養
、健
康
、

階
層
分
布
、
自
然
災
害
・
言
動
、
抵
抗
）
に
つ
い
て
の
史
料
を
中
心
に
構
成
し
た
。

そ
れ
も
客
観
性
を
持
た
せ
る
た
め
に
朝
鮮
総
督
府
支
配
下
の
朝
鮮
で
刊
行
さ
れ

た
文
書
史
料
を
中
心
に
し
た
。
朝
鮮
総
督
府
が
認
め
た
事
実
で
あ
る
と
も
言
え

る
史
料
で
あ
る
。

食
と
健
康
に
注
目
し
た
の
は
、
食
の
確
保
が
人
々
の
生
活
に
と
っ
て
最
も
重
要

な
要
素
で
あ
り
、
生
命
の
維
持
に
欠
く
こ
と
の
出
来
な
い
基
本
条
件
で
あ
る
こ
と

に
よ
る
。
人
々
は
食
の
問
題
解
決
の
た
め
に
働
き
、
行
動
し
、
移
動
す
る
。
総
督

府
支
配
下
の
朝
鮮
人
人
口
二
五
〇
〇
万
人
の
内
、
労
働
人
口
を
中
心
に
五
〇
〇
万

人
が
日
本
、「
満
州
」、
中
国
、
南
洋
な
ど
に
政
策
的
な
動
員
を
含
め
て
移
動
し
た
。

実
に
五
分
の
一
に
達
す
る
。
こ
の
た
め
一
九
四
二
年
か
ら
の
供
出
強
化
、
強
制

貯
蓄
、
イ
ン
フ
レ
、
労
働
力
不
足
は
農
民
生
活
に
そ
れ
ま
で
に
な
い
困
難
を
も

た
ら
し
た
。
同
時
に
四
二
年
か
ら
三
年
連
続
の
凶
作
が
広
範
な
農
民
に
深
刻
な

打
撃
を
与
え
た
。
日
本
国
内
を
含
め
た
移
動
先
で
は
多
く
の
犠
牲
を
強
い
て
戦

後
世
界
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
本
史
料
の
示
す
農
民
の
生
活
は
植

民
地
支
配
が
な
ん
た
る
か
を
、
そ
れ
を
行
っ
た
日
本
と
日
本
人
に
問
い
か
け
て

い
る
と
も
言
え
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
れ
は
朝
鮮
民
衆
も
ア
ジ
ア
民
衆
が
受

け
た
被
害
と
同
様
な
状
況
下
に
お
か
れ
て
い
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

全
四
巻〔
最
新
刊
〕
揃
定
価﹇
本
体
８
０
、０
０
０
円
＋
税
﹈（
分
売
不
可
）

　
　
　
　
　
　
　

ISBN
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■
体
裁

全
２
巻
・
Ａ
５
版
・
上
製
ク
ロ
ス
装
・
ケ
ー
ス
入
り

■
定
価

本
体
３
２
、０
０
０
円
＋
税

ISBN
978

―4

―89774

―162
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■
刊
行

平
成
25
年
12
月
刊

在
日
朝
鮮
人
資
料
叢
書
9

宋ソ
ン
・
ヘ
ウ
ォ
ン

恵
媛
（
在
日
朝
鮮
人
文
学
研
究
者
）
編
・
解
説

〒173―0004　東京都板橋区板橋1―13―1
☎ 03（3579）5444
［消費税が別途加算されます］

在
日
朝
鮮
人
運
動
史
研
究
会
監
修

在
日
朝
鮮
人

資
料
叢
書

■
本
叢
書
は
今
日
ま
で
蓄
積
し
て
き
た
在

日
朝
鮮
人・
韓
国
人
に
関
す
る
史
料・
記

録・
研
究
の
成
果
と
発
掘
を
ふ
ま
え
て
、

広
く
在
日
朝
鮮
人
・
韓
国
人
の
問
題
に
関

心
を
も
つ
人
々
に
活
用
さ
れ
、
一
層
の
理

解・
認
識
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
、
在
日
朝
鮮
人
運
動
史
研
究
会
の
会
員

に
よ
り
多
様
な
資
料
を
提
供
す
る
こ
と
を

意
図
し
て
企
画
し
た
。

■「
韓
国
併
合
」一
〇
〇
年
を
契
機
に
、
真

の
日
本
と
韓
国
・
朝
鮮
の
友
好
・
交
流
を
築

い
て
い
く
た
め
に
も
、
改
め
て
資
料
で
在

日
朝
鮮
人・
韓
国
人
の
歴
史
を
振
り
返
る

こ
と
の
意
義
は
大
き
い
も
の
と
考
え
る
。

宋
恵
媛
編
・
解
説

一
九
四
五
年
か
ら
一
九
七
〇
年
頃
ま
で
の

（
一
世
女
性
の
日
本
語
作
品
の
み
一
九
八
四
年
ま
で
）

間
に
、
日
本
語
あ
る
い
は
朝
鮮
語
で
書
い
た

エ
ッ
セ
イ・日
記・手
紙・作
文・詩・小
説
を

集
成
し
た
初
め
て
の
作
品
集
。

９
好
評
既
刊
図
書
の
ご
案
内

在
日
朝
鮮
人
資
料
叢
書
在
日
朝
鮮
人
運
動
史
研
究
会
監
修

既
刊
１
～
８

★
は
続
刊

在
日
朝
鮮
人
史

資
料
集

　
　
　 1

在
日
朝
鮮
人
運
動
史
研
究
会
編

『
在
日
朝
鮮
人
史
研
究
』
収
録
の
附
属
資
料
を
再
編
集
し
、
通
覧

で
き
る
よ
う
に
し
た
。
他
の
史
料
集
で
は
み
る
こ
と
の
で
き
な

い
在
日
朝
鮮
人
・
韓
国
人
に
関
す
る
資
料
を
多
数
収
録
。

▼
全
２
巻
／
揃
本
体
２
４
、０
０
０
円

ISBN
978-4-89774-134-5

在
日
本
朝
鮮
人

商
工
便
覧

　
　 2

在
日
本
朝
鮮
人
商
工
連
合
会
編

樋
口
雄
一
解
説

戦
後
初
め
て
の
本
格
的
な
在
日
朝
鮮
人
の
商
工
業
実
態
に
関
す

る
全
国
的
調
査
資
料
（
一
九
五
七
年
版
）。
な
お
、
同
連
合
会
編

『
調
査
月
報
』
の
附
属
資
料
を
付
す
。

▼
全
１
巻
／
本
体
６
、０
０
０
円

ISBN
978-4-89774-135-2

戦
後

初
期

在
日
朝
鮮
人

人
口
調
査
資
料
集

3
長
澤
秀
編
・
解
説

在
日
朝
鮮
人
社
会
の
構
造
を
理
解
す
る
上
で
不
可
欠
な
基
本
資

料
。
戦
後
の
朝
鮮
人
集
住
地
域
に
関
す
る
詳
細
な
デ
ー
タ
を
収

録
。
統
計
局
の
報
告
書
と
し
て
は
未
刊
行
の
資
料
。

▼
全
２
巻
／
揃
本
体
３
６
、０
０
０
円

ISBN
978-4-89774-138-3

在
日
朝
鮮
人

教
育
関
係
資
料

4
佐
野
通
夫
編
・
解
説

戦
後
（
一
九
四
五
～
一
九
八
〇
）
の
在
日
朝
鮮
人
教
育
の
歴
史
・

背
景
と
問
題
点
を
通
覧
で
き
、
日
本
人
教
師
の
在
日
朝
鮮
人
教

育
に
対
す
る
取
り
組
み
や
課
題
、
そ
し
て
当
該
期
の
日
本
政
府

の
在
日
朝
鮮
人
教
育
に
対
す
る
政
策
や
認
識
等
を
複
合
的
に
捉

え
る
こ
と
が
で
き
る
資
料
。

▼
全
３
巻
／
揃
本
体
４
６
、０
０
０
円

ISBN
978-4-89774-142-0

朝
鮮
人
強
制
動
員

関
係
資
料

　
　
　 5

山
田
昭
次
編
・
解
説

戦
時
下
（
一
九
三
七
～
一
九
四
五
）
の
強
制
動
員
朝
鮮
人
鉱
夫

の
実
態
を
、
裁
判
資
料
、
戦
時
労
働
動
員
聞
書
資
料
、
常
磐
炭

礦
朝
鮮
人
関
係
資
料
、『
労
務
時
報
』・『
日
本
鉱
業
新
聞
』
所
収

朝
鮮
人
関
係
記
事
等
の
新
資
料
を
中
心
に
明
ら
か
に
し
た
。

▼
全
２
巻
／
揃
本
体
２
４
、０
０
０
円

ISBN
978-4-89774-145-1

在
日
朝
鮮
人

留
学
生
資
料

6
裵
姈
美
編
・
解
説

一
九
二
〇
年
代
を
中
心
と
す
る
朝
鮮
人
留
学
生
の
動
向
を
通
観

す
る
初
め
て
の
資
料
。
朝
鮮
総
督
府
や
官
憲
の
報
告
書
、
個
人

の
書
簡
、
日
本
と
朝
鮮
の
新
聞
記
事
、
雑
誌
記
事
等
種
々
の
資

料
を
収
録
。
朝
鮮
近
現
代
史
の
教
育
、
思
想
、
運
動
、
政
治
、

経
済
な
ど
の
研
究
分
野
に
も
必
備
の
資
料
。

▼
全
３
巻
／
揃
本
体
５
４
、０
０
０
円

ISBN
978-4-89774-150-5

在
日
朝
鮮
人

警
察
関
係
資
料

7
福
井
讓
編
・
解
説

鳥
取
県
内
を
中
心
と
し
た
、
朝
鮮
人
関
係
の
各
種
指
示
・
連
絡

事
項
及
び
在
日
朝
鮮
人
の
身
元
照
会
・
調
査
資
料
等
を
収
録
。

治
安
当
局
の
末
端
か
ら
捉
え
直
す
こ
と
で
、
当
時
の
諸
政
策
の

実
態
に
迫
る
。

▼
全
３
巻
／
揃
本
体
４
８
、０
０
０
円

ISBN
978-4-89774-154-3

在
日
朝
鮮
人

生
活
保
護
資
料

8
金
耿
昊
編
・
解
説

一
九
五
〇
年
代
を
中
心
に
、
戦
後
日
本
社
会
に
お
け
る
在
日
朝

鮮
人
の
生
活
困
窮
者
層
の
動
向
（
と
り
わ
け
生
活
保
護
受
給
者

の
動
向
）
を
広
汎
に
記
載
し
た
初
め
て
の
資
料
集
。
生
活
保
護

問
題
を
考
え
る
歴
史
的
原
点
資
料

▼
全
２
巻
／
揃
本
体
３
６
、０
０
０
円

ISBN
978-4-89774-159-8

在
日
朝
鮮
女
性

作
品
集

9
宋
恵
媛
編
・
解
説

一
九
四
五
年
か
ら
一
九
七
〇
年
頃
ま
で
（
一
世
女
性
の
日
本
語

作
品
の
み
一
九
八
四
年
ま
で
）
の
間
に
、
朝
鮮
語
あ
る
い
は
日

本
語
で
書
い
た
エ
ッ
セ
イ
・
日
記
・
手
紙
・
作
文
・
小
説
等
を

集
成
し
た
初
め
て
の
作
品
集
。

▼
全
２
巻
／
揃
本
体
３
６
、０
０
０
円

ISBN
978-4-89774-162-8

関
東
大
震
災
朝
鮮
人
虐
殺
裁
判
資
料
山
田
昭
次
編

★

戦
前
期
在
日
朝
鮮
人
特
集
記
事
集
外
村
大
編

★

以
下
続
刊
！

一
九
四
五
～
八
四

本
資
料
の
特
色

▼
戦
後
の
在
日
朝
鮮
人
女
性
の
作
品
（
日
本
語
及
び
朝
鮮
語
）
を
集

成
し
た
初
め
て
の
作
品
集
で
あ
る
。

▼
一
般
に
は
流
通
し
て
い
な
い
入
手
困
難
な
作
品
が
多
く
含
ま
れ
て

お
り
、
現
時
点
で
は
ま
と
ま
っ
た
形
で
見
ら
れ
る
唯
一
の
在
日
朝

鮮
女
性
関
連
資
料
集
で
あ
る
。

▼
数
多
く
の
作
品
の
中
か
ら
二
百
編
を
選
び
出
し
、
植
民
地
以
後
の

在
日
朝
鮮
女
性
の
生
活
と
思
想
が
浮
か
び
上
が
る
よ
う
、
一
〇
の

テ
ー
マ
に
分
け
て
構
成
し
た
。

▼
子
ど
も
か
ら
老
人
ま
で
、
幅
広
い
年
代
の
在
日
朝
鮮
女
性
の
ラ
イ

テ
ィ
ン
グ
を
網
羅
し
た
。

▼
朝
鮮
語
作
品
に
は
対
訳
を
付
し
、
広
く
理
解
・
活
用
で
き
る
よ
う

に
し
た
。

▼
参
考
と
し
て
、
巻
末
に
「
在
日
朝
鮮
女
性
関
連
年
表
（
一
九
四
五

年
─
一
九
八
〇
年
）」
を
付
し
た
。

ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル

在
日
朝
鮮
女
性

作
品
集
　
　
　全

２
巻

一
九
四
五
～
八
四

在
日
朝
鮮
女
性

作
品
集
一
九
四
五
～
八
四



１
新
家
庭
生
活
建
設
―
家
庭
에
서

専
制
를

쫒
을

것
＊

全
永
徳

（
新
家
庭
生
活
建
設
―
家
庭
か
ら
専
制
を
追
い
出
す
こ
と

全
永
徳
）

子
ど
も
が
い
な
い
婦
人
が
、
罪
も
な
い
の
に
身
一
つ
で
追
い
出
さ
れ
る
こ
と
は
、
実
際
に
あ
る
こ
と
で
す
。
今
日
ま
で
の
民
法
で
も
、

い
わ
れ
も
な
く
追
い
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
実
は
、
男
性
が
一
方
的
に
勝
手
に
追
い
出
し
て
し
ま
っ
て
い

た
。
こ
れ
が
、
男
性
は
偉
く
女
性
た
ち
は
召
使
い
だ
と
考
え
る
資
本
主
義
社
会
の
制
度
だ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
私
た
ち
女
性
は
こ
れ
を

そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
今
日
の
不
合
理
な
民
法
は
容
赦
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、
徹
底
し
て
戸
主
や
夫
と
闘
う
勇

気
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
だ
。
た
だ
、
身
勢
打
鈴
★

し
て
泣
き
伏
し
て
い
る
だ
け
で
は
だ
め
な
の
だ
。
こ
の
あ
ら
ゆ
る
不
合
理
は
、
家

族
制
度
と
い
う
名
前
の
下
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
迷
信
の
よ
う
に
、
家
の
た
め
な
ら
必
ず
そ
う
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
っ
て
ど
う
す

る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
も
の
で
あ
り
、［
朝
鮮
女
性
た
ち
は
］こ
れ
ま
で
束
縛
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
家
風
の
た
め
に
心
に
も
な
い
婚
姻

関
係
を
結
ん
で
き
た
。
ど
ん
な
に
卑
し
く
、
奴
隷
的
だ
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
か
。

私
た
ち
女
性
は
、
三
六
年
間
の
日
本
帝
国
主
義
の
下
で
、
男
性
た
ち
以
上
に
何
倍
も
虐
げ
ら
れ
抑
圧
さ
れ
て
き
た
で
は
な
い
か
。
さ
ら

に
家
の
中
で
は
、
無
条
件
に
家
長
と
い
う
制
度
の
下
に
服
従
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
無
理
強
い
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
が
封
建
制
と
い
う
も
の

だ
。
こ
の
よ
う
な
屈
辱
的
な
制
度
や
、
同
じ
人
間
同
士
が
押
さ
え
つ
け
た
り
圧
迫
を
受
け
た
り
す
る
よ
う
な
上
下
関
係
を
な
く
し
て
平
等

に
す
る
の
が
、
今
日
私
た
ち
女
性
が
叫
ぶ
男
女
平
等
権
だ
。

し
た
が
っ
て
、
男
性
で
あ
れ
女
性
で
あ
れ
、
同
じ
権
利
の
下
に
私
た
ち
の
平
和
で
安
ら
か
な
新
家
庭
を
築
こ
う
と
す
る
な
ら
、
私
た
ち

の
言
っ
て
い
る
よ
う
な
制
度
を
家
庭
か
ら
追
い
出
さ
な
い
か
ぎ
り
、
人
間
ら
し
い
暮
ら
し
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
ま
ず
、
男
性
た

ち
と
と
も
に
進
む
た
め
に
、
ま
た
私
た
ち
の
権
利
を
得
る
た
め
に
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
よ
く
知
る
こ
と
が
、
最
も
大
き
な

力
だ
と
私
は
信
じ
る
。

★
身
勢
打
鈴（
シ
ン
セ
タ
リ
ョ
ン
）は
、
節
を
つ
け
な
が
ら
語
る
身
の
上
話

［『
女
盟
時
報
』二
号
、
一
九
四
八
年
二
月
一
日
、
二
面
］

刊
行
の
辞

歴
史
の
表
舞
台
に
立
つ
こ
と
が
少
な
か
っ
た
、
戦
後
／
解
放
後
初
期
の
在
日
朝
鮮
女

性
た
ち
を
知
る
手
が
か
り
は
、
こ
れ
ま
で
非
常
に
限
定
的
で
あ
っ
た
。
と
く
に
植
民
地

期
に
日
本
に
渡
っ
た
朝
鮮
女
性
の
多
く
は
、
文
字
を
知
ら
な
い
ま
ま
生
涯
を
終
え
た
と

い
わ
れ
る
。
表
象
も
記
録
も
さ
れ
ず
、
読
み
書
き
を
習
得
す
る
機
会
に
も
恵
ま
れ
な
い

と
い
う
、
書
か
れ
た
も
の
の
世
界
か
ら
隔
絶
さ
れ
た
彼
女
た
ち
は
、
帝
国
主
義
と
家
父

長
制
に
よ
っ
て
二
重
に
植
民
地
化
さ
れ
た
存
在
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

旧
植
民
地
出
身
者
、
戦
後
日
本
に
お
け
る
「
外
国
人
」、
そ
し
て
女
性
と
い
っ
た
、

在
日
朝
鮮
女
性
た
ち
が
背
負
っ
た
条
件
は
、
言
語
生
活
、
教
育
、
表
現
行
為
、
思
想
な

ど
、
そ
の
生
の
す
み
ず
み
に
ま
で
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
た
し
か
に
彼
女

た
ち
の
識
字
学
習
や
表
現
行
為
に
お
い
て
大
き
な
障
害
と
も
な
っ
た
。
さ
ら
に
そ
の
言

語
世
界
も
、
朝
鮮
語
と
日
本
語
が
せ
め
ぎ
あ
う
複
雑
で
独
特
な
場
で
あ
っ
た
。

し
か
し
実
は
、
一
般
的
に
信
じ
ら
れ
て
い
る
の
と
は
異
な
り
、
在
日
朝
鮮
女
性
た
ち

は
こ
の
よ
う
な
な
か
で
も
文
字
を
学
び
、
書
い
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
本
書
に
収
録
さ

れ
て
い
る
の
は
、
そ
れ
ら
の
女
性
た
ち
が
一
九
四
五
年
か
ら
一
九
七
〇
年
頃
ま
で
（
一

世
女
性
の
日
本
語
作
品
の
み
一
九
八
四
年
ま
で
）
の
間
に
、
朝
鮮
語
あ
る
い
は
日
本
語

で
書
い
た
エ
ッ
セ
イ
、
日
記
、
手
紙
、
作
文
、
詩
、
小
説
で
あ
る
。
書
き
手
の
生
年
は

一
八
九
九
年
か
ら
一
九
五
〇
年
代
頃
ま
で
で
、
成
人
女
性
、
青
年
女
性
、
少
女
た
ち
と

幅
広
い
層
に
わ
た
っ
て
い
る
。
な
お
収
録
に
際
し
、
朝
鮮
文
に
は
日
本
語
訳
を
付
し
た
。

こ
れ
ま
で
闇
に
埋
も
れ
て
い
た
彼
女
た
ち
の
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
に
光
を
当
て
る
こ
と
は
、

在
日
朝
鮮
女
性
た
ち
の
精
神
史
の
解
明
へ
の
道
を
開
く
第
一
歩
で
あ
る
。
ま
た
、
日
本

お
よ
び
南
北
朝
鮮
の
女
性
学
、
文
学
、
歴
史
学
、
社
会
学
な
ど
、
関
連
領
域
の
研
究
に

イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
こ
と
に
も
な
ろ
う
。

戦
後
日
本
で
、
冷
戦
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
対
立
に
も
も
ま
れ
な
が
ら
、
文
字
の
世
界
か
ら

最
も
遠
く
離
れ
た
場
所
を
生
き
た
在
日
朝
鮮
女
性
た
ち
。
彼
女
た
ち
は
、
な
ぜ
、
言
葉

を
学
び
、
何
の
た
め
に
書
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
本
書
に
収
録
さ
れ
た
作
品
群
に
は
、
彼

女
た
ち
の
豊
か
な
感
情
と
思
考
が
刻
み
込
ま
れ
て
い
る
。宋

恵
媛
（
在
日
朝
鮮
人
文
学
研
究
者
）

▼
収
録
資
料
（
収
録
資
料
の
一
部
）

第
１
巻

一
、
文
字
の
世
界
へ
（
全
一
五
編
）

新
た
に
文
字
を
獲
得
し
た
在
日
朝
鮮
女
性
た
ち
の
手
記
や
詩
を
収
録
。

字
を
読
め
る
よ
う
に
な
っ
た
喜
び

金
サ
ム
ス
ン
『
朝
鮮
新
報
』
一
九
六
二
年

文
盲
か
ら
脱
し
た
喜
び

金
ジ
ョ
ン
ス
ン
『
朝
鮮
新
報
』
一
九
六
五
年

仕
事
と
勉
強

鄭
末
順
『
お
と
な
の
中
学
生
』
一
九
八
二
年

字
を
お
ぼ
え
て

玄
五
生
『
オ
モ
ニ
た
ち
の
文
集
』
一
九
八
四
年

学
校
へ
行
き
た
か
っ
た

柳
海
慶
『
オ
モ
ニ
た
ち
の
文
集
』
一
九
八
四
年

二
、
同
胞
た
ち
と
と
も
に
（
全
三
六
編
）

在
日
民
族
組
織
と
深
く
か
か
わ
り
、
民
族
共
同
体
の
中
で
暮
ら
し
た
女
性
た
ち
が
書
い
た

作
品
を
収
録
。

新
家
庭
生
活
建
設

全
永
徳
『
女
盟
時
報
』
一
九
四
八
年

日
本
の
主
婦
た
ち
と
共
に

金
妙
順
『
解
放
新
聞
』
一
九
四
九
年

家
庭
生
活
を
改
善
し
ま
し
よ
う

崔
貞
子
『
解
放
新
聞
』
一
九
五
〇
年

女
性
を
男
性
の
従
属
物
と
み
な
す
古
い
思
想
を
捨
て
よ
う
！

金
イ
ン
ジ
ャ
『
朝
鮮
民
報
』

一
九
六
〇
年

私
は
日
記
を
こ
の
よ
う
に
書
い
て
い
る

朴
ヨ
ン
ス
ン
『
朝
鮮
新
報
』
一
九
六
三
年

手
記
─
女
盟
創
立
一
九
周
年
を
迎
え
て

朴
イ
ク
チ
ャ
『
朝
鮮
女
性
』
一
九
六
六
年

三
、
日
本
で
生
ま
れ
育
っ
て
（
全
五
三
編
）

日
本
の
学
校
や
朝
鮮
学
校
を
卒
業
し
た
若
い
二
世
女
性
た
ち
に
よ
る
作
品
を<

エ
ッ
セ
イ>

、

<

小
説>

、<

詩>

の
三
つ
に
分
け
て
収
録
。

<

エ
ッ
セ
イ>

水
爆
と
女
性

元
永
愛
『
ヂ
ン
ダ
レ
』
一
九
五
四
年

転
落
か
ら
私
を
支
え
た
も
の

金
永
淑
『
新
し
い
朝
鮮
』
一
九
五
五
年

生
き
る
こ
と
表
現
す
る
こ
と

金
美
好
子
『
存
在
』
一
九
七
〇
年

女
性
と
職
業

朴
美
子
『
統
一
評
論
』
一
九
七
八
年

<

小
説>

父ア
ボ
ジ

と
私

尹
ヨ
ン
ジ
ャ
『
朝
鮮
民
報
』
一
九
五
七
年

裏
沼

安
福
基
子
『
白
葉
』
一
九
五
九~

六
〇
年

ウ
ム
ニ
（
母
）
庾
妙
達
『
白
葉
』
一
九
六
一
年

第
２
巻

<

詩>

風

李
錦
玉
『
民
主
朝
鮮
』
一
九
五
〇
年

ひ
と
や
の
友
に

李
静
子
『
ヂ
ン
ダ
レ
』
一
九
五
三
年

ち
ょ
う
せ
ん
の
女

庾
妙
達
『
白
葉
』
一
九
五
七
年

こ
だ
ま
よ
、
祖
国
に
響
き
渡
れ
！

金
ヨ
ン
ジ
ャ
『
母
な
る
祖
国
』
一
九
六
〇
年

チ
ェ
オ
ギ
お
ば
さ
ん

宗
秋
月
『
猪
飼
野
・
女
・
愛
・
う
た

宗
秋
月
詩
集
』
一
九
八
四
年

四
、
学
校
の
中
の
少
女
た
ち
（
全
二
二
編
）

小
学
生
か
ら
高
校
生
ま
で
の
子
ど
も
た
ち
の
学
校
作
文
を
収
録
。

八
月
一
五
日

李
甲
善
『
子
供
通
信
』
一
九
四
六
年

学
校
へ
行
く
道

金
ギ
ル
ジ
ャ
『
在
日
朝
鮮
児
童
作
文
集
』
一
九
五
一
年

わ
た
し
た
ち
の
国
語
と
日
本
語

金
愛
子
『
平
和
と
教
育
』
一
九
五
三
年

私
達
の
生
活

金
玉
子
『
朝
教
組
ニ
ュ
ー
ス
』
一
九
五
四
年

祖
国
の
イ
メ
ー
ジ
が
わ
か
な
い

金
清
江
『
新
し
い
世
代
』
一
九
六
八
年

五
、
故
郷
と
祖
国
と
日
本
の
あ
い
だ
（
全
二
一
編
）

朝
鮮
の
故
郷
、
解
放
後
の
「
祖
国
」、
そ
し
て
居
住
地
で
あ
る
日
本
の
つ
い
て
書
か
れ
た
作
品
を
収
録
。

私
の
お
父
さ
ん
を
偲
ん
で

尹
栄
子
『
平
和
と
教
育
』
一
九
五
二
年

密
航
し
て
き
た

徐
判
錫
『
お
と
な
の
中
学
生
』
一
九
八
二
年

わ
た
し
と
帰
国

蔡
京
子
『
朝
鮮
の
と
も
だ
ち
、
在
日
朝
鮮
人
の
帰
国
』
一
九
六
〇
年

祖
国
の
統
一
を
祈
る
（
詩
）
李
貴
栄
『
望
郷
』
一
九
九
〇
年[

一
九
六
九
年
作]

六
、
民
族
教
育
を
守
る
た
め
に
（
全
一
二
編
）

戦
後
・
解
放
後
在
日
朝
鮮
人
の
教
育
史
の
最
初
で
最
大
の
事
件
で
あ
る
、
一
九
四
八
年
を
ピ
ー
ク
と
す
る

民
族
教
育
闘
争
と
そ
の
記
憶
に
ま
つ
わ
る
作
品
を
収
録
。

先
頭
で
闘
う
女
性
た
ち

金
恩
順
『
女
盟
時
報
』
一
九
四
八
年

私
た
ち
の
学
校
を
ど
の
よ
う
に
守
り
、
闘
っ
て
き
た
か

金
正
子
『
在
日
朝
鮮
児
童
作
文
集
』
一
九
五
一
年

子
供
た
ち
を
幸
福
に

朴
静
賢
『
平
和
と
教
育
』
一
九
五
二
年

朝
鮮
人
小
学
校
に
学
ん
で
い
る
子
供
た
ち
に
（
詩
）
安
輝
子
『
ヂ
ン
ダ
レ
』
一
九
五
六
年

民
族
教
育
を
守
る
た
た
か
い
の
日
々
に
（
詩
）
李
錦
玉
『
朝
鮮
時
報
』
一
九
六
七
年

七
、
夫
へ
（
全
七
編
）

夫
に
つ
い
て
書
か
れ
た
詩
や
エ
ッ
セ
イ
、
夫
へ
宛
て
た
手
紙
を
収
録
。

活
動
家
の
妻
の
記
録

申
敦
姫
『
新
し
い
朝
鮮
』
一
九
五
五
年

韓
国
か
ら
日
本
に
住
む
夫
へ
宛
て
た
手
紙

無
記
名

一
九
六
八
・
六
九
年

汐
風
（
詩
）
香
山
末
子
『
草
津
ア
リ
ラ
ン
』
一
九
八
三
年

八
、
父ア

ボ
ジ（
全
九
編
）

さ
ま
ざ
ま
な
年
代
の
女
性
た
ち
が
父
に
つ
い
て
書
き
記
し
た
作
品
を
収
録
。

父
の
遺
骨
を
だ
い
て

高
権
栄
『
ま
た
逢
う
日
に
は
』
一
九
六
一
年

私
の
父
（
詩
）
金
文
子
『
遠
い
国
で
な
い
こ
と
』
一
九
六
六
年

だ
い
す
き
だ
っ
た
父

金
君
江
『
お
と
な
の
中
学
生
』
一
九
八
二
年

九
、
母オ

モ
ニ（
全
一
五
編
）

幅
広
い
年
代
の
女
性
に
よ
る
、
母
親
に
つ
い
て
の
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
を
収
録
。

朝
鮮
の
母
（
詩
）
洪
恭
子
『
ヂ
ン
ダ
レ
』
一
九
五
三
年

オ
モ
ニ

尹
ヨ
ン
ジ
ャ
『
学
生
旗
』
一
九
五
四
年

亡
き
母
の
思
い
出

崔
珠
子
『
新
し
い
世
代
』
一
九
六
八
年

一
〇
、
生
き
る
（
全
一
〇
編
）

自
ら
の
生
涯
を
振
り
返
り
総
括
を
す
る
内
容
で
、
老
年
期
に
達
し
た
一
世
女
性
た
ち
の
作
品
を
収
録
。

無
題

梁
丁
鳳
『
文
字
を
つ
か
む
』
一
九
七
九
年

高
野
桑
子
先
生
（
詩
）
香
山
末
子
『
草
津
ア
リ
ラ
ン
』
一
九
八
四
年

道

呉
平
寿
『
オ
モ
ニ
た
ち
の
文
集
』
一
九
八
四
年

〈
右
は
原
文
、
左
は
対
訳
文
〉

在
日
朝
鮮
女
性
関
連
年
表（
一
九
四
五
年
―
一
九
八
〇
年
）

（
＊
印
は
朝
鮮
文
、［

］内
は
日
本
に
関
す
る
出
来
事
を
表
す
）

一
九
四
〇
年
代

一
九
四
五
年
八
月

日
本
敗
戦
、
朝
鮮
解
放
。
日
本
各
地
で
朝
鮮
語
講
習
所
や
朝
鮮
人
学
校
が
建
設
さ
れ
る

一
九
四
五
年
一
〇
月

在
日
本
朝
鮮
人
総
連
盟（
朝
連
）結
成

一
九
四
五
年
一
一
月

朝
鮮
建
国
促
進
青
年
同
盟（
建
青
）結
成

一
九
四
五
年
一
〇
月
『
朝
鮮
民
衆
新
聞
＊

』創
刊
。『
ウ
リ
新
聞
＊

』等
を
経
て
一
九
四
六
年
九
月
に『
解
放
新
聞
＊

』と
改
題

一
九
四
六
年
三
月

朝
連
婦
女
部
設
置

［
一
九
四
六
年
三
月

―
宮
本
百
合
子
、
佐
多
稲
子
、
山
室
民
子
ら
、
婦
人
民
主
ク
ラ
ブ
結
成
］

一
九
四
六
年
一
〇
月

建
青
等
が
統
合
さ
れ
、
在
日
本
朝
鮮
居
留
民
団（
民
団
）結
成（
四
八
年
に
在
日
本
大
韓
民
国
民
団
と
改
称
）

［
一
九
四
六
年

―
女
流
文
学
者
賞
制
定
、
平
林
た
い
子『
か
う
い
う
女
』が
第
一
回
受
賞
作
に
］

一
九
四
七
年
五
月

外
国
人
登
録
令
公
布

一
九
四
七
年
一
〇
月

在
日
本
朝
鮮
民
主
女
性
同
盟（
女
盟
）、
東
京
・
京
橋
公
会
堂
で
結
成（
委
員
長
金キ
ム

恩ウ
ン

順ス
ン

）

一
九
四
七
年
一
二
月
『
女
盟
時
報
＊

』創
刊
号
発
行

一
九
四
七
年
一
〇
月

兵
庫
の
在
日
朝
鮮
女
性
た
ち
に
よ
っ
て
保
育
所
開
設

〈
第
２
巻
の
巻
末
に
収
録
〉


